
 

大地震から身を守るにはどうしますか？ 

校長 佐藤 光宏 

 東日本大震災が発生して、今年で１３年になります。被災地では、いまだに行方不明の方々がいら

っしゃり、避難生活や原発の廃炉作業、除染作業も続いています。また、１月１日にも能登半島を中

心とした大地震が発生しており、それぞれで復興に向けての取り組みが全力で行われています。私た

ちはそのことを決して忘れてはいけません。 

 大きな地震ではその揺れによって建物が壊れたり、ライフラインが寸断されたりします。そして、

大地震の後には、津波や火災が発生することがあります。また、余震と言って、再び大きな地震が発

生します。津波の破壊力や火事の恐ろしさはテレビなどで見たことがあると思います。 

 私たちが住んでいる東京では、今から１００年前の１９２３年９月１日に関東大震災が発生しまし

た。この震災では、死者約１０万５０００人、全壊家屋は約１１万棟、火災で焼失した家の数は約２

１万棟という凄まじい数に上りました。平成２３年３月の東日本大震災は地震の後の津波の被害が大

きかったのですが、関東大震災では火災の被害がものすごく大きかったのです。新聞やニュースでも

報道されているので知っている人も多いと思いますが、首都圏直下型の地震が近い将来に発生すると

言われています。私たちは東日本大震災や関東大震災などを忘れてはなりません。これらを教訓にし

て、大地震が起こったらどのように行動するかを常に考えていることが大切です。「登下校の途中」

「部活動中」「修学旅行や遠足などで班行動をしているとき」に大地震が起きたらどうしますか？ 迅

速で正しい判断や行動が生死をわけるかもしれません。 

 ご家庭でも「入浴中」「電車やバスに乗っているとき」「エ

レベーターに乗っているとき」「地下街や高層ビルの上層部

にいるとき」などに大地震が起きたらどう行動するか、発

災時の集合場所や連絡方法、備蓄品などについてなどをぜひ話し合ってみてください。 

                  

                                       
 六中だより 

～学校教育目標～                       

“学力と情操”                                  

“健康と忍耐力” 

“勤労と責任” 
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２年生校外学習 

２年生の校外学習では、「江戸と Tokyo（時）を翔ける校外学習」というスローガンのもと、東京都の

歴史や文化を学ぶために都内の班別行動を実施しました。班ごとにコース計画や予算を決めて、計画

通りに行動できることを目指しました。当日はどの班も、自分たちで設定したテーマに沿って計画的

に行動することができました。この経験を、３年生の修学旅行に活かしていきたいと思います。

 

 

新入生児童説明会 

２月９日に新入生児童説明会が行われ、市内三校の児

童が来校しました。説明会では生徒会役員による学校

紹介や校内見学、各部活動の様子を撮影した部活動紹

介ビデオの視聴を通じて、中学校生活に興味や楽しみ

を抱いている様子でした。 

 

３年生高校入試 

都立高校推薦入試が 1 月２６日（金）２７日（土）に行われました。これまで何度も作文・小論文を

添削してもらったり、面接練習をしてもらったりして挑みました。２月２日（金）に推薦入試合格発

表が行われ、合格をした生徒もいました。２月２１日（水）都立高校一次・分割前期の学力検査等が

行われました。これまでの努力が報われることを願っています。 

私立高校の入試では、１月２２日（月）に都内の高校では推薦入試が行われました。そして、２月１

０日（土）～１３日（火）にかけて都内の私立高校で一般入試が行われました。自分の決めた進路に

向けて頑張ってほしいです。 


